
第１２回合志市地域公共交通協議会 次第 

 

平成２２年７月６日（火）9：30～ 

合志市役所 合志庁舎２階大会議室 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

（今回配布の会議資料の確認） 

・次第 

・席次表 

・出席者名簿 

・資料１、２、３、４、５ 

 

３ 議題 

（１）平成２２年１０月から実験を行うコミュニティバス運行ルートの 

承認について・・・資料１ 

（２）平成２２年１０月から実験を行う乗り合いタクシー運行ルートの 

承認について・・・資料２ 

（３）「湯ったり乗ったり弁天カード制度導入事業」について・・・資料３ 

（４）コミュニティバス購入について・・・資料４ 

（５）熊本県が実施する小児運賃無料化社会実験について・・・資料５ 

（６）その他 

 

 

第１３回協議会開催日について 

・・・平成２２年  月  日     時  分 

 

４ 閉会 
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資料２ 

乗り合いタクシー運行ルートについて 

 

前回の協議会や６月９日に行った検討会の結果を受け、６月２２日にタクシー事業

者である協議会委員による運行計画の検討を行った。 

 その結果、乗り合いタクシーについては、以下の３地区において実証運行を計画し、

その目的地については、本協議会で協議をした上で設定することとした。 

 

 

（１）東須屋・新開・須屋・南陽・南須屋・西須屋団地・榎ノ本・県営住宅・ 

堀川地区 

 

 将来の公共交通体系のモデルとして環状系バスへの乗り換えを目的とする実験と

して、上記地区において環状系バス結節点までの運行を実施する。 

 昨年度の方式と異なり、利用者は自宅前から乗車することができ、環状系バス結節

点（みずき台バス停、ハローデイバス停）との間を運行する。 

 ただし、自由な時間に利用できるのではなく、決められた運行時間帯に予約して乗

るのは、昨年と同様である。運行時間帯は、午前２往復、午後２往復とする（詳細な

時間は、環状系バスの時刻と連動させて決定する）。 

 

 

（２）城・上生・北・本村・辻・東・湯々端・外園・くぬぎヶ丘団地地区 

  

 買い物、通院の生活圏である植木町方面に運行する。 

 昨年同様のコース、運行時間帯とするが、乗車は自宅前から可能とする。 

 

 

（３）黒松・生坪・弘生・江良・立割・小合志・高木地区 

 

 上記地区においては、昨年の実験において目的地を御代志駅と孔子公園とし、電鉄

への乗り換え、環状バスへの乗り換え需要を検証したが利用は少なかった。 

本年度は、地区の多くの人たちが利用していると見込まれる辻久保及び栄方面の医

療施設への通院を支援する目的で、利用がどの程度発生するかをモデル的に検証する

意味で実証運行を行なう。 



熊本市植木地区への病院・買い物目的の運行
対象区：城・上生・北・本村・辻・東・湯々端・外園・くぬぎヶ丘団地
目的地：植木郵便局・植木総合支所

辻久保地区への通院目的の運行
対象区：黒松・生坪・弘生・江良・立割・小合志・高木
目的地：庄嶋医院・宮川医院など

循環バスへの結節運行

対象区：須屋・南陽・南須屋・西須屋
団地・榎ノ本・県営住宅・堀川
目的地：ハローデイ（環状結節点）

対象区：東須屋・新開（みずき台を除く）
目的地：みずき台（環状結節点）

【平成２２年度乗り合いタクシー実証実験案】

１．実験運行期間は10/1～3/31までの間において設定する。
２．期間中は毎日運行する。
３．利用料金は片道1人あたり200円とする。
４．予約受付時間は原則前日とするが、予約受付時間の２時間前までであれば受
付ける。なお、配車の遅れ等が発生する場合もある。
５．出発到着時刻については決められた時間とする
６．目的地のみを設定し、乗車場所については予約者自宅とする。
７．帰り便については、行きの目的地から乗車するものとする。



資料３ 

 

「湯ったり乗ったり弁天カード制度導入事業」について 

 

【事業目的】 

温泉割引サービスとタイアップしたバス定期券を発行することにより、①公

共バスの利用促進、②高齢者の交通事故防止、③温泉活用による心身の健康、

④医療費の削減等につながることを目的とし、更なる市民サービスの向上を目

指す。 

 

【事業内容及び市の方針案】 

市内コミュニティバスに限定したバス定期券（湯ったり乗ったり弁天カード）

を発行。 

定期券額面は 3ヶ月 4,800 円 ： ユーパレス弁天温泉 100 円/回での入浴券を

兼ねる。 

対象者 ：市内在住の 65歳以上の市民及び障がい者手帳所持者 

実施時期：平成 22 年 10 月から試行導入（コミュニティバス再編計画に併せ

て実施） 

 

［利用者への定期券申請受付窓口等について］ 

あくまでもバス定期券の発行であるため、熊本電鉄バス辻久保営業所での手

続きを基本とするが、対象者が高齢者であること及び温泉割引サービスである

ことを踏まえ、月に数日、ユーパレス弁天内において電鉄からの出張販売を市

職員と共に開設することとする。 

また、本制度の趣旨に鑑み、温泉のみの利用者防止及び公共交通利用促進を

図るため、バス利用者に限り降車時に温泉割引券を配布することとする。 

なお、市民への広報については、9月初旬の広報誌へ掲載、さらにホームペー

ジ等での周知徹底を行う。 

 

 

【歳出予算要求額】 

300 円×1,600 人/月×6ヶ月＝2,880,000 円 

［ユーパレス弁天（指定管理者：㈱にしごうし）への価格補てん］ 

 節：負担金、補助及び交付金 

＠300 円・・・・通常の温泉入浴料 400 円－100 円 

＠1,600 人・・・①市内在住 65歳以上の人口約 11,000 人（市内人口の約 2割） 

         ②温泉利用者月平均 20,000 人 

③20,000 人のうち約 4割が合志市内在住者 8,000 人 

④8,000 人は子供から大人全ての割合であることから 65 歳以

上の割合である 2割程度とする 1,600 人 

⑤1,600 人/28 日間（営業日）＝57人/日 



 

※ ＠1ヶ月のバス定期券代 1,600 円の積算根拠 

［＠200 円(往復)/日×2回/週×4週］ 

 

【歳入予算関係】 

○ 現行バス運行委託は年間契約額から運賃収入を差し引いた額を年度末に支

払うこととしている。今回の制度導入に伴う定期券発行収入についても、そ

の年間契約額の中での相殺で取り扱う。 

 

【参考：平成 21年度】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

また、上記とは別にユーパレス弁天（指定管理者：㈱にしごうし）の利用

客増に伴う増収分については、次のとおり見込む。 

・物産館、レストラン、売店及び自販機等での売上増単価を 1,000 円と仮定。 

・1,600 人/月の利用者のうち約３割が利用者増となれば、収支均衡が図れる。 

1,000 円×480 人×6ヶ月＝2,880,000 円 

 

 

 

ただし、歳出予算要求額については仮定推計による積算であることから、実

績見合いで今後補正対応する必要がある。 

 



  
 
 

議案第３１号に対する付帯決議 

 
 平成２２年６月１５、１６日に開催した総務常任委員会において、「湯ったり乗っ

たり弁天カード制度導入事業」に関し協議をかさねました。そのなかで、制度の公平

性、整合性等に関する意見があり協議の結果、本事業予算は下記事項の適切な対応が

なされるまで執行を凍結すべきと決定しました。 
 

記 
 
（１） 市所在の公営温泉施設との利用料の公平さを図ること。 
 

決議の要旨：みどり館 200 円、老人憩の家 150 円の利用料金に対して、弁天カード利

用者によるユーパレス弁天入浴料が100円になるのは不公平感があると

いう意味。 

対   応：弁天カード利用者によるユーパレス弁天入浴料を 200 円とする案を関係

各課と検討する。 

 
（２） コミュニティバスの運行において地域格差の解消に努めること。 
 
決議の要旨：バスの運行日数や便数など利便性の地域格差は、ユーパレス弁天利用頻

度に直結するので配慮しなさいという意味。 

対   応：現在の循環バス網を再編したコミュニティバスを 10月から運行するに

あたり、便数や路線決定においてできるだけ地域格差が生じないダイヤ

編成を行う。 

 
（３） ６５歳以上の市民、及び障がい者手帳所持者の全市的公平性を確保すること。 
 
決議の要旨：制度を知らない市民がいないようにという意味。 

対   応：周知に当たっては、広報・HPはもとよりきめ細やかな情報発信を心がけ

る。 

  
 
  平成２２年６月１６日 
 
 
                   合志市議会総務常任委員長 辻 敏輝  



コミュニティバス
購入

車体ラッピング
デザイン

７月 ８月 ９月 １０月

　運行開始

7/5
入札

7/21
臨時議会
（本契約）

9/21
前後に
納車

　車両製作

　詳細打ち合わせ

官学連携協定によ
る崇城大学との委

託契約締結

8/15を
メドに成
果品納
入

　乗員
　訓練
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